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宮古福祉保健所ホームページ
について

平成25年度
総務企画班

2

宮古福祉保健所HP掲載基準
推進する施策及び事業

イベント・研修会・会議等の開催

報道発表資料

各種計画、調査報告、パンフレット等

保健所HPの有効活用を図る

迅速な情報発信、住民サービスの向上

3

宮古福祉保健所HP管理運営要綱(概要)

・トップページ及び所全体に関するページ
は総務企画班HP担当者
・各班に関系するページは各班にて作成。

・トップページ等を経由して届いた意見、
質問等は、担当班により対応を行う。

・作成したページは、所要の決裁手続きを
経て掲載及び更新行う。

作成・管理

作成ページの
掲載・更新

意見、質問等
に対する対応
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沖縄県トップページ→組織で探す→
福祉保健部→宮古福祉保健所
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ホームページからの意見・質問等の送信方法
宮古福祉保健所のホームページ下段にスクロールし「お問い合わせフォーム」を

クリックし送信

ここをクリック

所定の事項を記載
し送信じ

8

閲覧者からのご意見状況
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ホームページ閲覧状況

10

今後の課題

迅速な情報発信

閲覧者にわかり易いページの
作成
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配偶者からの暴力防止について

福祉班 2

• 配偶者暴力相談支援センター

・「配偶者暴力相談支援センター」は、配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護を図る機能を有している。

沖縄県では、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関す
る法律」（DV防止法第３条）に基づき、平成１４年度に女性相談所が
配偶者暴力相談支援センターとして位置づけられ、平成１８年度に
北部、八重山、宮古福祉保健所、平成２３年度に中部、南部福祉保
健所にその機能が付与された。

• 業務内容

・被害者に関する各般の問題についての相談

・被害者及びその同伴する家族の一時保護等に関する諸手続

・被害者が自立して生活することを促進するための各制度の利用についての情報
の提供、助言、関係機関への連絡等

・保護命令制度の利用についての情報提供、助言、関係機関への連絡等

・被害者を居住させて保護する施設の利用についての情報提供、助言、関係機関
との連絡調整等

→当所の福祉班に配偶者暴力相談支援センター機能が付与されている。
・女性相談員（嘱託）１名を配置
・来所、電話による相談を受け付けている
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宮古管内相談体制図（概略）

宮古配偶者暴力
相談支援センター

（宮古福祉保健所福祉班）

被害者

宮古警察署
生活安全課 宮古島市

女性相談室

相談

その他関係機関
・市村各課
・教育委員会、学校
・病院
・社会福祉協議会
・民生委員児童委員
・児童相談所　　　　　　等

援助
援助 相談相談

援助

連携

連携

連携

連携

連携

沖縄県
女性相談所

保護・連携
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• 宮古配偶者暴力支援センター相談状況

区　分 来　所 電　話 出張・巡回 合計

69 69 58 196

（６６） （６０） （５８） （１８４）

39 46 2 87

（２９） （３８） （２） （６９）

67 96 25 188

（６２） （７１） （２５） （１５８）

68 91 37 196

（４１） （６７） （２９） （１３７）

表１相談件数（延件数）

※上段は相談件数。カッコ内は、全相談のうち内容がDVに関する相談件数。

H21

H22

H23

H24

【全国の状況】（警察庁まとめH24.3月）

○全国の警察が認知した配偶者からの暴
力（ＤＶ）件数が前年より9,621件増の4万
3,950件

○保護命令は428件増の2,572件

（平成25年4月22日福祉新聞より抜粋）

夫等からの暴力を主訴とした相談がほとんどである。
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表２　主訴別受付状況（相談内容がDVでないものも含む・延件数）
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初回相談のみでなく、再度の相談も含んでいるため、本人自身からの相談が多く
なっている。
初回は、警察や宮古島市女性相談室等、関係機関からの紹介で相談に訪れる相
談者も多い。
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表３　経路別受付状況（相談内容がＤＶでないものも含む、延件数）

※上段は相談件数。カッコ内は、全相談のうち内容がDVに関する相談件数。

 
教
育
関
係

 
労
働
関
係

 
縁
故
者
・
知
人
等

 
そ
の
他

 
他
府
県
の
婦
人
相
談
員

 
他
の
婦
人
相
談
員

6

□来所相談状況（DV相談のみ・延件数）

 
児
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H21年度 59 4 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 66

H22年度 10 8 1 0 3 2 0 0 2 0 0 0 0 0 3 0 29

H23年度 44 3 2 0 1 1 1 0 0 0 0 0 6 0 3 1 62

H24年度 24 3 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 6 0 1 3 41

区　分

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

0
0
0 4 0 0 410 8 9 20

19 1 0 620 8 26 8
8 1 0 290 4 10 6

合　計

1 0 2 23 24 13 2 1 66

40～
49歳

50～
59歳

60歳
以上

不明
19歳
未満

18～
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20～
29歳
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39歳
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表２ 年齢別状況
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□相談者の子供の有無（DV相談のみ・実人員

2 1 0

26(78.8%) 0 20 15 5 7 0

24(60.0%) 2 26 16

2

28(73.7%) 3 18 13 6 4 3

Ｈ24年度

52

38

40

33

年齢不明

H21年度

Ｈ22年度

Ｈ23年度

35(67.3%) 7 24 25 9 6

幼児 小学生 中学生 高校生等区分 相談者数 うち子どもあり 乳児

□保護命令等の状況

1

0

3

2

女相へ送致

8

0

2

3

1

1

4

1

0

Ｈ24年度

保護命令 ステップハウス 一時保護

2 1 1

区分

H21年度

Ｈ22年度

Ｈ23年度

□相談者の実人員(相談内容がＤＶでないものも含む）

51Ｈ24年度 30 19 2

51

Ｈ23年度 32 24 1 57

Ｈ22年度 30 20 1

合計

H21年度 36 23 6 65

区分 来所相談 電話相談のみ 出張・巡回のみ

※ ＤＶ相談で把握できた子供の有無について半数以上が18歳未満の子供がいる。

児童虐待につながることが懸念され、学校や児童福祉関係機関との連携が重要である。

※保護命令制度とは・・・被害者からの
申立てにより、地方裁判所が加害者に
対し、同居している住居からの退去、被
害者への接近禁止（同居する子や親族
等に対しても発令可能）、一定の電話や
電子メール等の禁止を命ずることが出
来る制度。

平成２１年度から平成２２年度にか
けて、相談件数（延件数）は大幅に
減少しているが、相談者の実人員の
減少はそれほど大きくない。
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• 宮古配偶者暴力相談支援センター関係機関連絡会議の設置

【構成機関】
・宮古島警察署、宮古病院、宮古地区医師会、

・宮古島市（児童家庭課、健康増進課、障がい福祉課、生活福祉課、
働く女性の家、教育委員会）
・宮古島市社会福祉協議会、多良間村住民福祉課、
・多良間村社会福祉協議会、宮古教育事務所、法務局宮古島支局、
・宮古島人権擁護委員会、宮古福祉保健所

【活動内容】
・連絡会議の開催（年１回）
・事例検討会の開催（原則として隔月開催）
・外部から講師を招いての講演会の開催（不定期）

→関係機関と定期的に情報交換を行う機会を設けることにより、連携
を深めることができ、被害者に対し細やかな支援を行うことが可能と
なる。

相談業務以外の取り組み状況
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【事業イメージ図】

配暴相談支援センターについて

精神科医・心理療法士・弁
護士等の専門家を活用した
相談体制の強化

相談体制等の強化

被害者自立支援

相談しやすい
環境体制構築

ＤＶ被害者

住宅支援 医療費支援

保護命令支援

その他

被害者が自立しやすい
環境体制構築

年々増加

未然防止対策の強化

広報・啓発等によるＤＶ被害
の未然防止に必要な事業を実
施する
（ＤＶ加害者も生み出さない
ような啓発も併せて実施）

同伴児童支援

緊急食費支援専門家相談体制の強化

配偶者暴力相談支援センター拡充業務
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• なぜＤＶを防止しなければならないのか

• （あがぃ~ のぅしぃがすぅでぃ~みやぁくずま・たらまずま）

「あたたかい眼差しの輪の中にいる時」
・人は、健康的な生活を送ることが出来る

・人は、基本的な人権（自由な行動や意思を持つ権利）が守られているため、
「安心」、「安全」、「自由」を心から感じ、生きる力や勇気が湧いてくる

「暴力は」
・相手の自由な行動や意思を制限し、基本的な人権を踏みにじってしまう
・人間が生きる上で必要な安全感や安心感を奪ってしまう
・「支配ー被支配」の関係を作ってしまう

「ＤＶが起きると」
・不安や恐怖がつきまとう
・他人とも良い関係を気づくことが困難になる
・被害者や子どもを苦しめてしまうだけでなく、加害者自身をも苦しめてしまう
・相手だけでなく、自らの人格や人生をも傷つけてしまう
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• 「対等な人間関係の構築を阻害するような言動は全てＤＶです」

【ＤＶの種類】
・身体的暴力・性的暴力・精神的暴力・社会的暴力・経済的暴力があります
・子どもを利用した暴力
※社会的暴力や経済的暴力を精神的暴力に含めることもある

• 「暴力防止活動及び予防教育の必要性」

・様々な種類の暴力が溢れていて、その数だけ傷つきが存在する
・ひどく混乱し、深く傷ついてしまう

・児童虐待を受けていたりして暴力に曝されている子どもたちは、大きな打撃を
受ける

・他人に向かう暴力的言動や自分に向かう暴力的言動として、再現されることが
ある

・良い出会いが起きなければ、感染していく

暴力は感染していく！ → 自分へ、周囲へ、次世代へ

12

• ＤＶは何故起こるのか

・ＤＶはパワーとコントロールの問題

・性差別社会がＤＶを容認する

○何故逃げないのか

・脅しによる恐怖（暴力がエスカレートすることへの恐怖）

・女性が経済力を持ちにくい社会

・暴力を受け続けると問題能力を奪われる

・社会の偏見

※ 被害者が力を取り戻していく一歩は「相談すること」
「人の力を借りること」。ＤＶ問題はひとりでこっそり解決
することはできない。
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宮古の健康実態と

保健所の健康づくり事業

１．宮古地区の健康実態

１）宮古島市国民健康保険(特定健診結果)
２）協会けんぽ（生活習慣病予防健診結果）

２．保健所における健康づくり事業

１）地域・職域連携推進協議会

２）タバコ対策事業

（認定制度・未成年者の対策等）

本日の内容

健康推進班
2宮古毎日

H25.８．１０
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１．宮古地区の健康実態 その１

59.3%
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１）宮古島市の国保（特定健診）結果

Ｈ23年の宮古島市特定健康診査
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メタボリックシンドロームのリスク保有率
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（％）

①県内のメタボリック症候群のリスク
保有者が、男女とも全ての年齢で
全国平均を上回っている。

２）協会けんぽによる宮古島市の
生活習慣病予防健診結果

その２

H23年の生活習慣病予防健診
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３）協会けんぽによる宮古島市の
生活習慣病予防健診結果

その３
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二次医療圏別・検査項目別判定結果
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②血圧と血糖値の結
果、
宮古地区は男女とも
に突出して悪い状態
である。

③また、血圧と血糖
の
薬を服用している人
が最多の状態である。

H23年の生活習慣病予防健診
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１）地域・職域連携事業
・地域住民及び職域の勤労者に対し、

自治体、事業者、医療保険者等の関係者が
相互に情報交換を行い、生涯を通じた継続
的な健康づくりを推進する。

宮古地区地域・職域連携
推進協議会を設置

２．保健所における健康づくり事業 その１

都道府県

都道府県協議会

総合保健協会

宮古商工会議所

宮古地域
産業保健センター

宮古島市
国保・健康増進課

宮古労働基準監督署

宮古地区医師会

宮古労働基準協会

食品衛生協会

先嶋建設株式会社

全国健康保険協会

２次医療圏協議会

7

①協議会の開催（１回～２回／年）

内容：

２）取り組み状況 その２

１）宮古地区の健診状況等の課題について

①企業の健康問題について

労働基準監督署 監督安全課長

②事業所の健康状態について

全国健康保険協会 沖縄支部 保健グループ長

③宮古島市の健診結果と事後指導について

宮古島市国保課長補佐

２）平成24年度「本協議会」の取り組みについて
①産業保健（労働者）の健康づくり研修会

②優良事業所の募集と表彰（案）について

３）各機関の健診・健康教育等に関する取り組みについて 8

②産業保健（労働者）の
健康づくり研修会

労働者の主体的な
健康づくりの取り組みを
支援することが目的。

その３

１回目(H24.9/13)

・「向き合おう労働者の健康」
・「働く人のための上手な運動の取り入れ方」

２回目（H24.12.19）

・「宮古島労働者の健康実態」
・「宮古島の飲酒と健康問題」
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２）たばこ対策事業

禁煙対策が
必要である。

その１

①タバコが引き起こす健康危険因子

10

②未成年のタバコ対策事業

〇小学校低学年から喫煙による健康影響の講話等を実施し、

早い時期から禁煙教育を拡大するよう働きかける。

〇児童生徒だけでなく、教職員や保護者を対象とした講話や

禁煙支援研修会、受動喫煙防止講習会の取組みを強化する。

研修会及び意見交換会
１）専門医の講話
２）各機関（高等学校等の
取り組み等報告

３）意見交換

その２

4.1

2.4
1.8 2.0

0

2

4

6

H18 H23

男性

女性

（％）

（H23年県民健康・栄養調査より）

未成年（15-19歳）の喫煙率

未成年者タバコの実態

11

③受動喫煙防止のために禁煙認定施設の推進

種別 件数 種別 件数

官公庁 ６ 学校 ５

飲食店 ７ 宿泊施設 ２

医療機関 １２ その他 ５

保育所 ２５ 合計 ６２

■駐車場など
も含めた敷地
内全体の禁
煙施設

■建物内での
完全な禁煙認
定施設

（ 宮古管内 平成２５年７月現在 ）

健康増進法２５条：飲食店その他多数の者が利用する施設を管理する者は

受動喫煙防止につとめなければならない！

④禁煙週間
（５月３１日～６月６日）

その３

12

宮
古

健康行動実践モデル実証事業（ゆい健康プロジェクト）
～ウマンチュで沖縄の健康長寿を復活させよう～ 目的：

①食・運動・生活
習慣の行動変容に
誘導する実践的で
簡便な方法の開発

②学童および地域
高齢者への食育・
食事介入・情報介
入で中高年世代の
健康意識並びに健
康指標の改善に繋
がる。

③学童・中壮年・
高齢者３世代の健
康行動の介入が
ソーシャル・キャ
ピタル（地域の絆
ゆいまーる）が有
効か検討

委託期間：H24年～H28年

上野小・南小学校

地域もその対象地域
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宮古地域における
アルコール関連問題対策について

地域保健班

2平成23年度 生活習慣病対策健診・保健指導に関する企画・運営・技術研修資料より引用

3

宮古地域のアルコール関連問題の現状

宮古地域 沖縄県

平均寿命 宮古島市
男性：78.0歳（県内ワースト1位）
女性：86.2歳（県内ワースト2位）

男性：79.4歳
女性：87.0歳

BMI（25以上） 男性：49.3％
女性：36.5％

男性：43.6％
女性：32.4％

血圧 保健指導判定者
男性：52.1％
女性：34.9％

保健指導判定者
男性：33.2％
女性：19.2％

飲酒運転検挙数

（H24年）
107件
人口千対 約2.0件

1,435件
人口千対 約1.0件

配偶者暴力に関する
相談
（H23年度）

196件
人口千対 約3.7件

2,428件
人口千対 約1.7件

4

沖縄県警察安全運転学校宮古分校

運転免許更新講習受講者

調査対象

平成24年7月3日～平成25年1月31日

調査期間

講習受講前に調査用紙を配布

自己記入式による回答

調査方法
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1)基本属性･･･性別、年齢、初飲年齢

2)AUDIT(アルコール使用障害特定テスト)

3)オトーリに関する質問･･･場面、頻度、

好き・嫌いの程度

調査項目

AUDITとは…

問題飲酒を早期に発見する目的でWHO(世界保健機関)に
よって作成されたスクリーニングテストである。本調査で
は簡易版を作成。

純アルコール10ｇ = 1ドリンク
6※地域や文化によりcut-off値は異なる。

※上記の表は琉球病院の指標を基に作成。

AUDITスコア 判定 対応

0 非飲酒群 普及啓発

1～9 危険の少ない飲酒群 普及啓発

10～19 危険な飲酒群 節酒支援

20～40 アルコール依存症疑い
医療機関
断酒支援

問
題
飲
酒
者

AUDITスコアの解釈

7

有効回答者の構成

8

飲酒頻度

男性 女性
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飲酒日の1日の飲酒量(男性)

参考：平成23年度県民健康・栄養調査(沖縄県)
平成23年度国民健康・栄養調査

沖縄県の約4倍

全国の約5倍

71%

19%

13%

10

飲酒日の1日の飲酒量(女性)

参考：平成23年度県民健康・栄養調査(沖縄県)
平成23年度国民健康・栄養調査

沖縄県の約3倍

全国の約4倍

27%

10%

6%

11

多量飲酒の頻度

男性 女性

※6ドリンク以上＝多量飲酒

12

AUDITスコア(性別・年代別)

全国調査との比較…（樋口らは8点以上「問題飲酒」15点以上「アルコール依存疑い」と定義）

【男性】8点以上：約3倍 15点以上：約2倍
【女性】8点以上：約2倍 15点以上：同程度

男
性

女
性
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初飲年齢

20歳未満 20歳以上 回答無し
平均

初飲年齢

未成年飲酒経験者
の平均初飲年齢

全体
271

(21.9%)
964

(78.1％) 385 20.4歳 17.2歳

男性
207

(32.1%)
457

(68.8%) 128 19.6歳 17.1歳

女性
64

(11.2%)
507

(88.8%) 257 21.4歳 17.4歳

※初飲年齢を忘れたので「20歳」と記入する者もいた。 14

【男性】

・飲酒頻度・多量飲酒の頻度は60代で高い
・1回の飲酒量は20~50代で多い
・AUDITスコア10点以上が約5割
・AUDITスコア20点以上では50代を中心に高い

【女性】

・飲酒頻度・多量飲酒の頻度は30代で高い
・1回の飲酒量は20代で多い
・AUDITスコア10点以上が20代・30代で高い
・AUDITスコア20点以上では20代で高い

【男女共通】

・未成年飲酒がある

15

保健所の役割として

• 実態について、関係機関等と情報を共有。

• 地域全体でアルコール関連問題へ取り組む
ための支援。

• アルコール関連問題対策の評価を行い、対
策の継続を支援。

16

宮古地域における飲酒の実態調査
中間報告会（9月25日実施）

市、警察、病院、医師会、高等学校、

民生委員児童委員協議会、労働基準監督署、協会けんぽ

参加機関

・未成年者飲酒の課題も多い。

・健診時のAUDIT活用、節酒指導の充実。

・職域における飲酒関連の健康教育の充実

・職域において、それぞれの企業で意識付けと

行動まで担えるような体制を整えたい。

・路上寝に罰則を設け、低減を図りたい。 等

課題・対策についての意見
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簡易営業の監視指導の取組みについて

生活環境班 2

簡易営業とは

沖縄県では、組立式パネル、テント、屋台等の簡易
な構造物を公園等に設置して食品を製造、販売等
する営業と定義、その施設基準等も規定。

（沖縄県食品衛生法施行細則）

3

簡易営業の施設基準

床上90cm以上の部分か
ら屋根まではスクリーン、
網、よしず等で囲む。 □

腰張り：床から
90cmまではベニ
ヤ等の硬材で囲
む。 □

屋根は風雨をし
のげるよう覆う。
□

出入り口にはの
れん、よしず等
をつける。 □

立面図

4

給水設備は可能な限り水道直結。
又は給水専用タンクを設ける。
（飲食店100㍑以上、喫茶店50㍑
以上 両営業150㍑以上） □

冷蔵（10℃以下）温
蔵（63℃以上）設備
を設ける。 □

外部に隔測温度計
を取り付ける。 □

【器具洗浄用】
シンクを設ける。

使用する器具が十分入
る大きさとする。□
洗浄用具を備える。□

【手洗い用】

シンクを設ける。両
肘まで十分に洗える
大きさとする。 □
石鹸、消毒液、
ペーパータオルを
備える。 □

ゴミ箱は
ふた付き
で清掃し
やすく、

汚液・汚
臭漏れの
無いこと。
□

汚水回収容器を設置す
る。
（飲食店100㍑以上、
喫茶店50㍑以上
両営業150㍑以上） □

床面はベニヤ等の硬質
材料で覆う。 □
硬材 ＋ ブルーシート

削氷設備
は、密閉式
で自動式で
あること。
□

営業許可証は原本を
施設の見やすい場所
に掲示すること。 □

平面図
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簡易営業の特徴

・許可の範疇は、調理行為の制限である。

⇒いわゆる「固定店舗」に比べ、
衛生確保が難しい。

・祭りごとに簡易営業施設を設営する。

調理方法が容易で直前に加熱された食品
⇒野菜カット等の下処理行為の禁止
⇒生もの（非加熱食品）の提供・トッピングの禁止

6

取組みの背景として

○ところが、過去3年間の監視指導の結果、全監視件
数中、約8割の施設で不適事項が確認されている。

＊いわゆる「露店飲食店営業者」に対する措置について
（昭和３０年８月２５日発衛第２９２号）

○厚生省通知＊に基づき、簡易営業施設の監視指
導に積極的に従事。

7

簡易営業者に対する施設基準に関する意識調査
（自記式アンケート）
Ｑ．自身の施設は施設基準のとおり取組めてる？
⇒約8割が「基準どおり取り組めている」と回答

保健所側の取組方法の検討が必要。

問 題 点

⇒営業者と行政の考える衛生水準に差あり。
■過去の監視結果、約8割の施設で不適事項ありと矛盾！

２．監視時の確認漏れや監視員の監視水準に差

１．営業者自身の意識

8

本日のトピック

保健所の簡易営業の良好施設の確保に向けた
取組みとその取組みから得られた改善効果に
ついて
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屋根は風雨をしの
げるよう覆う。 □

腰張り：床から９０cm
まではベニヤ等の
硬材で囲む。 □

出入り口にはの
れん、よしず等を
つける。 □

床上90cm以上の部分から屋根まで
はスクリーン、網、よしず等で囲む。
□

給水設備は可能な限り水道直結。又は
給水専用タンクを設ける。
（飲食店１００㍑以上、喫茶店５０㍑以
上 両営業１５０㍑以上） □

冷蔵（１０℃以下）
温蔵（６３℃以上）
設備を設ける。
□

外部に隔測温度計
を取り付ける。 □

【器具洗浄用】
シンクを設ける。
使用する器具が
十分入る大きさと
する。□

洗浄用具を
備える。□

【手洗い用】
シンクを設ける。両肘
まで十分に洗える
大きさとする。 □

石鹸、消毒液、
ペーパータオルを
備える。 □

ゴミ箱はふた付き
で清掃しやすく、
汚液・汚臭漏れの
無いこと。 □

汚水回収容器を設
置する。
（飲食店１００㍑以上、
喫茶店５０㍑以上
両営業１５０㍑以上）
□

床面はベニヤ等の硬質材料で覆う。 □
硬材 ＋ ブルーシート

削氷設備は、密閉式で
自動式であること。 □

営業許可証は原本を施設の見やすい場所に
掲示すること。 □

保健所の取組み

１）チェックリストを用いた
監視の強化

チェックリスト

監視漏れの防止
監視員の監視水準の一定

【目的】

10

チェックリスト
指導注意票

⑧

11

２）簡易営業者を対象とした講習会の実施
※保健所主催と実行委員会主催あり

・施設基準と管理運営基準
・過去の監視状況と
今後の保健所の方針
・食中毒防止対策の約１時間

【内容】

保健所主催の講習会（平24.5.16実施）
（実行委員会主催は祭りごとに実施）

施設基準に関する意識調査を実施
⇒参加者の約半数が自身の施設に対して改善点を認識 12

３）新規・継続申請時の施設検査を強化
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取組みに対する効果の検証

平成23，24年度のチェックリストの監視結果及び
監視注意票を集計。対象毎にデータを整理して、
以下の解析を行った。

２）保健所主催の講習会前後の受講者間の
監視結果を比較

１）平成23、24年度の監視結果を比較

【方法】

14

平成23年度 平成24年度
監視件数（件数） 79 106
不備施設の割合（％） 84.8 73.6
良好施設の割合（％） 15.2 26.4

１）平成23、24年度の監視結果

■不備施設数が約1割減少。

結 果

表2

15

講習会
受講前＊

講習会
受講後

受講した施設（％） 22.6 44.0
＊受講前（平成23年度）

■良好の施設数が受講後で増加。
講習会の実施が、営業者の意識向上に寄与。

２）保健所主催の講習会前後の受講者間の監視結果

表3．講習会前後の受講者のうち良好の施設の割合

講習会：平成24年5月16日実施

16

ま と め

チェックリストに基づく監視や講習会等の保健
所側の積極的なアプローチが良好な営業施設
の確保へ繫がった。

施設構造面の監視を効率化したことで、管理運
営面についても指導できた 。

⇒取組み効果があった。

課題

管理運営面を補う効率的な監視システムの構築。

⇒管理運営面チェックリスト、監視体制等を検討。
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